
今月の納税
固定資産税（４期）
国民健康保険税（９期）

納期限

３月２日（月）
納期限内に納めましょう

列車でぽかぽかと

　

警
察
官
や
銀
行
協
会
を
名
乗
る

者
が
、「
あ
な
た
の
口
座
が
振
り

込
め
詐
欺
に
使
用
さ
れ
た
」「
捕

ま
え
た
泥
棒
が
あ
な
た
の
名
義
で

作
っ
た
口
座
を
持
っ
て
い
た
」
な

ど
と
電
話
や
訪
問
を
し
て
、

⃝
「
捜
査
の
た
め
」
な
ど
と
言
っ

　

て
暗
証
番
号
を
聞
き
、
キ
ャ
ッ

　

シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ
ま
し

　

取
る

⃝
「
口
座
凍
結
を
す
る
手
続
き
に

　

現
金
が
必
要
と
な
る
」
な
ど
と

　

言
っ
て
現
金
を
だ
ま
し
取
る

⃝
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・

　

通
帳
な
ど
を
郵
送
す
る
よ
う
に

　

指
示
し
だ
ま
し
取
る

　

な
ど
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

防
犯
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

⃝
警
察
が
暗
証
番
号
を
聞
く
こ
と

　

や
、
口
座
凍
結
の
た
め
現
金
や

　

通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

　

要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

⃝
警
察
官
を
名
乗
る
不
審
に
思
う

　

電
話
が
あ
れ
ば
、相
手
の
所
属
・

　

氏
名
を
確
認
し
、
警
察
に
問
い

　

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

不
審
に
思
う
こ
と
は
、
必
ず
警

察
か
周
り
の
人
に
相
談
し
、
自
分

一
人
で
考
え
行
動
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
警
察
署
☎
21
・
０
１
１
０

　

名
張
警
察
署
☎
62
・
０
１
１
０

地域安全コーナー地域安全コーナー地域安全コーナー

【問い合わせ】
　本庁税務課　☎ 22-9612

　寒い日が続きますね。こん
な日には列車の暖房があたた
かく、心が休まります。お客様
からのご要望もあり、伊賀線で
は、開閉する扉を限定して運行
しています。列車の行き違い
の待ち合わせ時など、扉が開
くと寒いですものね。
　ご不便をおかけすることもあ
りますが、係員のいない駅で
は通常一番前の扉のみ開閉し、
乗務員やシルバーアテンダント
が切符を確認しています。平
日の朝を除き、進行方向の一
番前の扉のみが開きます。電
車内に掲示し、放送でも呼びか
けていますが、乗車、下車の
際にはお気をつけくださいね。

【問い合わせ】
　本庁企画調整課 ☎ 22-9621
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お
知
ら
せ

警察官を名乗る
振り込め詐欺に注意！

本
庁
農
林
振
興
課

食
の
安
全
・
安
心
映
画
鑑
賞
会

　

伊
賀
地
域
食
の
安
全
・
安
心
地

域
リ
ー
ダ
ー
会
議
主
催
に
よ
る
映

画
「
い
の
ち
の
食
べ
方
」
の
鑑
賞

選
挙
管
理
委
員
会

伊
賀
市
議
会
議
員
選
挙
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

【
投
票
日
】　

３
月
22
日
㈰

【
告
示
日
】　

３
月
15
日
㈰

　

選
挙
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
は
、

本
紙
３
月
１
日
号
で
お
伝
え
し
ま

す
。
な
お
、
次
の
日
程
で
立
候
補

予
定
者
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

【
と　

き
】　

　

２
月
６
日
㈮　

午
後
２
時
～

　
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
）

【
と
こ
ろ
】

　

阿
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ル

◆
立
候
補
の
受
付

【
と　

き
】

　

３
月
15
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】

　

大
山
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー　

ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】

　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
22
・
９
６
０
１

会
を
開
催
し
ま

す
。

　

私
た
ち
が
生

き
て
い
く
た
め

に
必
要
不
可
欠

な
「
食
材
」
は

ど
の
よ
う
に
生

産
さ
れ
、
ど
の

よ
う
に
加
工
さ

れ
て
い
る
の
か
、
皆
さ
ん
で
学
習

し
ま
し
ょ
う
。

【
と　

き
】

　

２
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

【
と
こ
ろ
】　

　

県
伊
賀
庁
舎
７
階
大
会
議
室

【
内　

容
】　

　

映
画
「
い
の
ち
の
食
べ
方
」

【
定　

員
】　

２
０
０
人

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
農
林
商
工
環
境
事
務
所　

　

農
政
・
普
及
室　

農
政
課

　
　
　
　
　
　

☎
24
・
８
１
４
１
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本
庁
健
康
推
進
課

乳
が
ん
検
診

（
３
月
実
施
分
）
に
つ
い
て

　

３
月
実
施
の
集
団
が
ん
検
診
の

日
程
は
、
本
紙
９
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
乳
が
ん
検

診
の
申
し
込
み
が
例
年
よ
り
多
い

た
め
、
３
月
６
日
㈮
は
午
後
か
ら

も
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬
・

６
日
㈮
の
午
前
の
検
診
に
つ
い
て

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
受
付
】

　

２
月
６
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～

※
３
月
４
日
㈬
実
施
分
は
、
島

ヶ
原
支
所
住
民
課
（
☎
59
・

２
１
６
３
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

本
庁
健
康
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎
22
・
９
６
５
３

本
庁
商
工
観
光
課

三
重
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
７
０
１
円

　
「
三
重
県
最
低
賃
金
」
は
、
昨

年
の
10
月
26
日
か
ら
、
時
間
額
が

７
０
１
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・

雇
用
形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
）
を
問
わ
ず
、
原
則
、
県

内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
事
業
場

で
働
く
労
働
者
に
は
「
産
業
別
最

　

伊
賀
市
・
名
張
市
広
域
行
政

事
務
組
合
で
は
、〝
ま
ち
お
こ
し

と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
〟
を

テ
ー
マ
に
広
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
９
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　

き
】

　

２
月
21
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時
（
予
定
）

　
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
）

【
と
こ
ろ
】

　

ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー
２
階　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

【
講　

師
】

　

富
士
宮
や
き
そ
ば
学
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
英
彦
さ
ん

【
演　

題
】

　
『
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
と
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

リ
テ
ィ
ー
』

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
市
・
名
張
市
広
域
行
政
事

務
組
合　

企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
22
・
９
６
９
０

本
庁
企
画
調
整
課

広
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
と　

き
】

　

２
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】

　

伊
賀
市
文
化
会
館
多
目
的
室

【
内　

容
】

　

不
動
産
の
相
続
・
遺
言
・
成
年

後
見
制
度
・
土
地
境
界
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
三
重

県
司
法
書
士
会
伊
賀
支
部
・
三
重

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
賀
支
部

が
合
同
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。（
予
約
は
不
要
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
重
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
５
９
・
２
２
１
・５
５
５
３

本
庁
市
民
生
活
課

合
同
無
料
法
律
相
談
会

低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
、
こ
の
う

ち
５
業
種
に
つ
い
て
は
同
年
12
月

26
日
か
ら
時
間
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
事

業
場
に
お
け
る
賃

金
額
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８

伊
賀
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
21
・
０
８
０
２

◆伊賀盆地のふるさと風景づくり◆
1月1日～「伊賀市景観計画」「伊賀街道・大和街道沿線及び寺町地区景観計画」運用始まる！！

　伊賀市は歴史的資産である城下町、また城下町を取り囲む自然豊かな山地、
生活文化が継承された田園や里山、山地から田園へと流れるいく筋もの川、京
都・奈良や伊勢を結ぶ街道と宿場町など、さまざまな景観資源が残っています。
これらの景観資源を生かした個性豊かな伊賀らしい景観まちづくりを市民・事
業者・市が協働で進めるために、景観形成テーマを「伊賀盆地のふるさと風景
づくり」と定め、計画を策定しました。
　伊賀市景観計画では、伊賀市全域を山・農・城下町・街・ニュータウンの５
つの風景区域に区分し、連続的に景観に配慮が必要な、川・街道・名阪国道沿
道を３つの風景軸として定め、それぞれの周辺景観と調和のとれた景観形成を
図るために、それぞれの風景区域、風景軸に対し景観形成基準を定めています。
　また、伊賀街道・大和街道沿線及び寺町地区景観計画では、城下町の基盤が
色濃く残り、伝統的な町屋などの建造物、白壁の連続する美しい寺院景観が残
る区域として、細やかな景観形成基準を設けています。
　伊賀市ふるさと風景づくり条例の定めによる届出対象の建築物や工作物など
は、これらの計画で定めた形成基準により審査、指導します。
　伊賀市の伝統と風格ある伊賀らしい景観形成を図るため、皆さんのご理解ご
協力をお願いします。

【問い合わせ】
　　　本庁都市計画課　
　　　☎２２－９８２６


